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生物多様性の危機| 人間社会に及ぼす影響



科学的エビデンスの創出

生物多様性に何が起きているか、なぜそうなっているか、どのように保全できるかを理解する

科学的手法を用いて収集された情報

（査読付き論文や学位論文やレポートなどの未出版研究など）

科学的エビデンスの集約

関連したエビデンスを収集し、特定の問題について結論を導く

科学的エビデンスの意思決定者への提供

得られたエビデンスを簡単にアクセス・理解可能な形式で提供する

生物多様性保全のエビデンス | 科学者にできること



なぜ言葉の壁が生物多様性の保全で重要か

7,164

世界に存在する言語の数

https://www.ethnologue.com/insights/how-many-languages/

世界におけるネイティブ英語話者の数

3億8千万人 https://www.ethnologue.com/insights/most-spoken-language/

世界の人口80億人の95%が非ネイティブ英語話者



https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Anglospeak.png

en:User:Iamvered, CC BY 2.0 AT 

人口の大多数が英語を第一言語とする国・地域 両生類、鳥類、哺乳類の絶滅危惧種数

https://www.iucnredlist.org/resources/other-spatial-downloads

なぜ言葉の壁が生物多様性の保全で重要か



英語で得られる科学的エビデンス(64%) 他の言語で得られる
エビデンス(36%)

エビデンスの創出

ネイティブ
英語話者

非ネイティブ
英語話者 言葉の壁

国際的なエビデンスの集約

言葉の壁

言葉の壁のために
利用されない非英語
のエビデンス

各地域でのエビデンスの活用

言葉の壁

言葉の壁のために利用されない
英語のエビデンス

Amano et al (2016) PLOS Biology
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translatE プロジェクト | 言葉の壁が保全に及ぼす影響を理解する

Amano (2024) figshare. https://doi.org/10.6084/m9.figshare.25669866



国際的なエビデンスの集約に対する言葉の壁

translatesciences.com
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Lynch et al (2021) One Earth
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IPBESによる８つのレポートで引用されている文献の平均 96.6% が英語文献

64%

vs

36%

実在する保全
に関する文献

(Amano et al 2016)

国際的なエビデンスの集約に対する言葉の壁



1. 相当量のエビデンスを利用しないことになる

分野横断検索の結果、保全対策の効果
を検証した非英語論文を1,234本特定

Conservation Evidenceデータベースに
収蔵されている英語文献は4,412本

Amano et al (2021) PLOS Biology

非英語のエビデンスを利用しないと生じる問題

Chowdhury et al (2022) 
Cons Biol

“biodiversity” と “conservation” 
で検索した学術文献数の年変化



Language bias in 

study characteristics

Konno et al (2020) Ecology and Evolution

非英語のエビデンスを利用しないと生じる問題

２. 偏った理解をもたらす

エビデンスの集約における言語バイアス

統計結果の言語バイアス



研究対象の言語バイアス

統計結果の言語バイアス

Konno et al (2020) Ecology and Evolution

非英語のエビデンスを利用しないと生じる問題

２. 偏った理解をもたらす

エビデンスの集約における言語バイアス



Christie et al (2021) Cons Biol

非英語のエビデンスを利用しないと生じる問題

２. 偏った理解をもたらす

保全対策の効果を検証した英語論文の調査地



Amano et al (2021) PLOS Biol

非英語のエビデンスを利用しないと生じる問題

２. 偏った理解をもたらす

保全対策の効果を検証した英語論文と非英語論文の調査地比較

Jim Sanderson CC BY-SA 3.0
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英語で得られる科学的エビデンス(64%) 他の言語で得られる
エビデンス(36%)
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言葉の壁
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英語のエビデンス

Amano et al (2016) PLOS Biology

各地域でのエビデンス活用に対する言葉の壁

Amano (2024) figshare. https://doi.org/10.6084/m9.figshare.25669866



英語が公用語でない37の国・地域で発行された
生物多様性に関するレポートで引用されている
英語文献と非英語文献の割合

IPBESのレポートでは引用文献の平均
3.4%のみが非英語文献

各レポートで引用されている文献の平均
65％が非英語文献

Amano et al (2023) Nature Sustainability

各地域でのエビデンス活用に対する言葉の壁



75%のレポート著者が非英語の文献
を重要な情報源と認識

25％のレポート著者が英語文献の理解に
苦労したと回答

Amano et al (2023) Nature Sustainability

各地域でのエビデンス活用に対する言葉の壁
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英語が母語でない研究者によるエビデンス創出に対する言葉の壁

英語で得られる科学的エビデンス(64%) 他の言語で得られる
エビデンス(36%)

エビデンスの創出

ネイティブ
英語話者

非ネイティブ
英語話者 言葉の壁 Amano et al (2016) PLOS Biology

Amano (2024) figshare. https://doi.org/10.6084/m9.figshare.25669866



英語論文の理解 英語論文の執筆

英語論文の出版 英語での発表・アウトリーチ

英語が母語でない研究者によるエビデンス創出に対する言葉の壁



英語で科学を行うために必要な努力量を定量化する調査

英語レベルと経済レベルを基に選んだ８か国が対象

筆頭著者論文を英語で一本以上発表したことのある908人の環境科学者が参加

英語レベル：低 英語レベル：中 英語が公用語

経済レベル：低ー中 バングラデシュ (108)
ネパール (82)

ボリビア (100)
ウクライナ (66)

ナイジェリア (40)

経済レベル：高 日本 (294) スペイン (108) 英国 (112)

カッコ内は調査参加者数

Amano et al (2023) PLOS Biology

英語が母語でない研究者によるエビデンス創出に対する言葉の壁



英語非ネイティブ

英語ネイティブ
論文読解
91% 余分な時間
がかかる

論文執筆
51% 余分な時間
がかかる

論文の却下
2.6倍高い頻度で英語が
原因のリジェクトを経験

75%以上の論文で誰か
に英語校正を依頼する

論文改訂
12.5倍高い頻度で英語が
原因の改訂を要求される

プレゼン
準備と練習に94% 余
分な時間がかかる

30%の非ネイティブ
が英語が理由で国際
学会に参加しない50%の非ネイティブ

が英語が理由で口頭
発表を避ける

英語が母語でない研究者によるエビデンス創出に対する言葉の壁

Values are for those with one publication  

Amano et al (2023) PLOS Biology



科学における言葉の壁を克服するための10のヒント

1. 研究成果を多言語で発信する

2. 多言語の科学的知識を利用する

3. 英語以外の言語で書かれた科学の可視性を高める

4. 科学用語を翻訳する

5. 英語が第一言語でない人へ真のサポートを提供する

6. 言語能力と科学の質を区別する

7. 科学的活動における言語バランスを考慮する

8. 言語の壁を克服するための努力を評価する

9. ネイティブでない人に配慮する

10. 既存のリソースや機会を利用する

どのようにして保全における言葉の壁を克服できるか？

Amano et al (2021) Nature Human Behaviour

エビデンス創出に
対する言葉の壁

エビデンス利用に
対する言葉の壁

エビデンス集約に
対する言葉の壁



多言語の科学的知識を利用する

Amano et al (2021) PLOS Biol Hannah et al (2024) Research Synthesis Methods

プロジェクトメンバーが利用する言語数
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言語的に多様なプロジェクトチームほど、システマ
ティックレビューで多くの言語を対象に検索する



https://translatesciences.com/resources/#non-english-journals

生態学・保全分野における英語以外の言語
で出版されている466の学術誌リスト

Amano et al (2021) PLOS Biology

Chowdhury 
et al (2021) 
Conserv Biol

各言語で主に用いられている文献検索システム
Language Database URL 

Spanish SciELO https://scielo.org/en 

Portuguese SciELO https://scielo.org/en 

Chinese 

(Simplified) 

CNKI https://cnki.net/ 

Chinese 

(Traditional) 

Airiti Library https://www.airitilibrary.com/  

French Persee https://www.persee.fr/  

German BASE https://de.base-search.net/ 

Japanese J-Stage https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/en 

Korean Korean Citation Index https://www.kci.go.kr/kciportal/main.kci?locale=en  

Polish Polska Bibliografia 

Naukowa 

https://pbn.nauka.gov.pl/core/#/home  

Turkish DergiPark https://dergipark.org.tr/en/  

Russian Elibrary https://elibrary.ru/defaultx.asp?  

Persian SID https://www.sid.ir/ 

Dutch Narcis https://www.narcis.nl/ 
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多言語の科学的知識を利用する



Abstract

研究成果を多言語で発信する

Amano et al (2023) Nat Sustain

生物多様性に関する国レベルの報告書の著者
の約半数が、英語以外の言語の論文タイトル
と要旨があると内容の理解に助かると回答



Arenas-Castro et al (2024) Proc R Soc B

生物科学分野・736の学術誌を対象とした調査

• 18%の雑誌が投稿規定で英語以外の言語の要旨掲載を認めると明記

• 33%の雑誌の編集長が、要求があった場合、英語以外の要旨掲載を
認めると回答

研究成果を多言語で発信する



研究者に対する英語の壁に学界全体で取り組む

Amano et al (2023) PLOS Biology



Arenas-Castro et al (2024) Proc R Soc B

生物科学分野・736の学術誌を対象とした調査

• 41%の雑誌が英語校正のサポート提供なし

• 58%の雑誌が有償サービスの紹介のみ

• 論文を英語の質だけで評価しない
ことを指導する査読者向けガイド
ラインが存在する雑誌は6%

• 編集者向けの同様のガイドライン
が存在する雑誌は4%

研究者に対する英語の壁に学界全体で取り組む



研究者に対する英語の壁に学界全体で取り組む



ICCB2025 では英語が共通言語として用いられることとな

ります。しかし、英語以外の多くの言語でも生物多様性保

全が実践され、情報がやり取りされていることを踏まえ、

本大会にはあらゆる言語的背景を持つ方々に是非参加して

いただきたいと考えています。特に第一言語が英語でない

人の場合、国際学会の参加と聞くと気後れしてしまうかも

しれません。そこで ICCB2025 では、参加者に対する言葉

の壁を最小限にすることに注力しています。現在、多様な

言語的背景をもつ参加者をどのようにサポートすることが

できるか検討中で、多様なコミュニティに対する私たちの

コミットメントを共有し、紹介できることを楽しみにして

います。

https://conbio.org/conferences/iccb-2025/

国際保全生物学会議 2025

理念表明

研究者に対する英語の壁に学界全体で取り組む



AIの役割



we are now updating our license and Editorial Policies 
to specify that text generated by ChatGPT (or any other 
AI tools) cannot be used in the work, nor can figures, 
images, or graphics be the products of such tools.

H.H. Thorp, Editor-in-Chief of Science, 26 January 2023

AIの役割

低・中所得国の研究者は研究資金
欠如のため、有償の英語校閲サー
ビスをほとんど利用しない
(Amano et al 2023 PLOS Biology)



Berdejo-Espinola & 
Amano (2023) Science

Artificial intelligence (AI). .... Authors who use AI-assisted 
technologies as components of their research study or as aids in 
the writing or presentation of the manuscript should note this 
in the cover letter and in the acknowledgments section of the 
manuscript. Detailed information should be provided in the 
methods section: The full prompt used in the production of the 
work, as well as the AI tool and its version, should be disclosed. 
Authors are accountable for the accuracy of the work and for 
ensuring that there is no plagiarism.

AIの役割



AIの役割

Text classifiers based 
on multilingual models



Ten tips for overcoming language barriers in science

1. Disseminate research in multiple languages

2. Use scientific knowledge sourced from multiple languages

3. Increase the visibility of non-English-language science

4. Translate scientific terms

5. Provide genuine support to non-native speakers

6. Distinguish language skills from scientific quality

7. Consider language balance in scientific activities

8. Acknowledge efforts to overcome language barriers

9. Be considerate of non-native speakers

10. Make use of existing resources and opportunities 

Amano et al (2021) Nature Human Behaviour Lynch et al (2021) One Earth

Amano et al (2016, 2021, 2023) PLOS Biology

Konno et al (2020) Ecology and Evolution

Chowdhury et al (2021) Conserv Biol

Amano et al (2023) Nature Sustainability

translatesciences.com

kaizenconservation.com

Thanks to over 130 collaborators: https://translatesciences.com/people/ 

Berdejo-Espinola & Amano (2023) Science

Arenas-Castro et al (2024) Proc R Soc B

translatE プロジェクト | 言葉の壁が保全に及ぼす影響を理解する

Hannah et al (2024) Res Synth Methods
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